
脛
川

の
石
窟
寺

(
八

木
)

涯
川
の
石
窟
寺

-

北
魏
の
南
石
窟
寺
碑
に
つ
い
て
-

八

木

宣

諦

中
国
北
方
に
は
四
世
紀
以
後
、
石
窟
寺
が
開
窟
さ
れ
て
北
魏
に
最
も
盛
ん
と

な
り
、
唐
宋
元
迄
続
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
つ
て
、
全
体
で
三
十
ヶ
所
程
が
確
認

さ
れ
、
仏
教
文
化
の
東
漸
す
る
姿
の
象
徴
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
地
理
的

環
境
、
時
代
性
を
背
景
と
し
て
各
々
独
自
な
石
窟
寺
造
営
が
な
さ
れ
た
。
涼
州

仏
教
の
勢
力
下
に
開
窟
さ
れ
た
石
窟
寺
造
営
も
二
つ
の
ル
ー
ト
に
進
ん
だ
と
さ

れ
、
一
は
雲
岡
か
ら
義
県
万
仏
洞

へ
の
コ
ー
ス
、
他

一
は
南
ル
ー
ト
で
脛
州

窟
、
邪
県
水
簾
洞
な
ど
の
コ
ー
ス
と
滑
水
の
上
流
に
沿
つ
て
麦
積
山
石
窟
、
長

安
に
至
る

コ
ー
ス
、
主
ル
ー
ト
は
、
皇
帝
勅
願
に
な
る
雲
岡
よ
り
竜
門
、
輩
県

に
至
る
石
窟
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
石
窟
間
の
相
互
関
係
は
あ
ま
り
究

明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
竜
門
石
窟
と
関
連
づ
け
て
、
南
石
窟
寺
碑
を
手

が
か
り
と
し
て
甘
粛
省
脛
川
の
石
窟
寺
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
行
き
た
い
。

此
碑
は
、
北
魏
永
平
三

(五
一
○
)
年
使
持
節
都
督
脛
州
諸
軍
事
平
西
将

軍
、
脛
州
刺
史
安
武
県
開
国
男
璽
康
生
造
と
あ
り
、
孝
文

・
宣
武
帝
時
代
価
北

方
で
活
躍
し
た
璽
康
生
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

偶
、
こ
の
近
く
慶
陽
寺
溝
よ
り
永
平
二

(五
○
九
)
年
の
石
窟
が
発
見
さ
れ

(
1
)

報
告
が
な
さ
れ
た
。

一
九
五
九
年
甘
粛
省
博
物
館
の
発
掘
で
、
慶
陽
県
西
峰
鎮

西
北
四
十
里
、
脛
水
の
支
流
の
蒲
河
価
沿
つ
て
の
紅
砂
岩
上
に
南
北

一
一○

m

高
さ
一
四

m
に
亘
つ
て
、
六
窟
、
仏
寵
二
八
○
、
仏
像
二
二
○
○
体
と
云
う
。

中
心
の
第

一
六
五
窟
に
は
、
高
さ
八
m
の
七
尊
像
が
立
て
ら
れ
た
写
真
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
大
規
模
な
石
窟
寺
造
営
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
階
唐

価
亘
つ
て
開
盤
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
が
、
銘
文
等
は
見
ら
れ
な
い
。
「鎮
原

県
志
」
に
は
、
璽
康
生
の
建
て
た
北
石
窟
寺
で
あ
る
と
記
載
し
て
い
る
。

造
窟
主
の
璽
康
生
の
伝
を

「魏
書
」
巻
七
二
、
「北
史
」
巻
三
七
に
見
る
と
、

性
饒
勇
に
し
て
武
芸
あ
り
、
蠕
蠕

(柔
然
)
が
頻
り
に
入
憲
す
る
の
で
、
太
和

十
一
年
、
柔
玄
鎮
都
将
の
李
兜
に
従
つ
て
前
駆
軍
主
と
な
り
大
い
に
討
撃
し
、

宗
子
隊
主
と
な
つ
た
。
そ
の
他
歴
戦
の
功
が
記
さ
れ
、
撫
軍
大
将
軍
、
南
青

州
、
華
州
、
脛
州
、
相
州
諸
刺
史
を
歴
任
し
て
、
脛
州
に
在
任
し
た
時
造
つ
た

の
が
南
北
石
窟
寺
で
あ
つ
た
。
伝
に

多
殺
鐵
而
信
向
仏
道
、
数
捨
其
居
宅
、
以
立
寺
塔

凡
歴
四
州
、
皆
有
建
置

…
…
於
南
山
立
仏
図
三
層

と
、
歴
任
の
諸
地
に
寺
を
造
つ
て
、
浬
川
に
三
層
浮
図
を
建
て
、
南
石
窟
寺
碑

を
建
て
た
の
で
あ
る
。

碑
拓
は
下
段
が
欠
け
、
「中
国
文
化
史
蹟
」
等
に
載
せ
る
が
、
著
録
す
る
も

(
2
)

の
少
く
、
萢
寿
銘
は
、
石
窟
寺
主
僧
斌
、
南
石
窟
寺
碑
と
凹
凸
二
段
に
題
額
が

為
さ
れ
、
二
三
行
毎
行
三
三
字
、
碑
陰
に
三
段
に
寄
進
者
五
六
名
を
刻
す
と
い

う
。
碑
文
は
、
石
窟
寺
、
仏
塔
を
建
置
し
た
い
わ
れ
を
記
し
た
造
寺
碑
の
類
で

あ
る
が
、
竜
門
風
の
転
折
の
応
用
な
ど
、
筆
法
の
面
か
ら
は
竜
門
造
像
記
の
系

統
を
引
き
碑
形
を
以
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

竜
門
石
窟
に
於
け
る
北
魏
年
代
の
造
像
記
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
(
1
)
洛
陽
の

支
配
階
級
の
北
魏
宗
室
並
び
に
貴
族
の
造
像
記
。
(2)
貴
族
始
め
民
間
で
の
仏
教

信
仰
の
指
導
者

(僧
尼
)
の
造
像
記
。
(
3
)
上
記
に
よ
り
指
導
教
化
さ
れ
た
集
団

(
3
)

に
よ
る
造
像
記
の
三
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
初
期
の
個
人
的
な
造
像
、
造
寵

が
行
わ
れ
た
の
に
続
い
て
、
景
明
三
年
よ
り
、
孫
秋
生
二
百
人
等
造
像
記
を
始
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め
と
す
る
団
体

(邑
)
に
よ
る
造
像
が
盛
ん
に
な
る
。
南
石
窟
寺
碑
が
建
て
ら

れ
た
の
は
、
古
陽
洞
で
い
え
ば
第
二
次
造
成
の
時
期
に
当
る
。
北
魏
時
代
の
僧

侶
が
、
民
間
に
巡
教
し
て
信
仰
団
体
を
結
成
し
、
そ
の
指
導
者
と
し
て
仏
教
を

説
き
、
そ
の
信
仰
を
勧
め
、
造
寺
、
造
像
、
写
経
等
の
功
徳
の
業
を
勧
化
し
た

も
の
と
云
え
、
北
魏
造
像
記
中
に
は
僧
尼
の
発
願
に
よ
る
も
の
が
七
二
例
も
あ

る
こ
と
に
よ
つ
て
盛
ん
で
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
南
石
窟
寺
碑
は
、
こ
れ

(
4
)

ら
の
影
響
を
う
け
て
洛
陽
以
外
の
地
に
建
て
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。

僧
斌
を
教
化
の
指
導
者
と
し
て
、
璽
康
生
が
造
窟
主
と
な
つ
て
団
体
の
協
力

に
よ
つ
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
陰
に
は
、
寧
遠
、
扶
風
、
略
陽
、
天

水
、
昌
黎
等
の
地
の
人
々
が
名
を
列
ね
て
い
る
。
碑
に
は
、

皇
帝
陛
下
、
聖
契
漕
通
、
応
期
纂
暦
、
道
気
籠
三
才
之
経
、
至
徳
蓋
五
常
之

緯
、
…
…
五
教
遽
融
、
礼
風
遠
制
、
慈
導
開
章
、
真
宗
顕
詰

(中
略
)
、遂

尋
案
経
教
、
追
訪
法
図
、
冥
福
起
於
顕
誓
、
鴻
報
発
於
漏
心
、
悟
尋
訓
旨

(中
略
)
、廻
往
幽
備
、
沈
論
邪
或
、
聖
覚
匪
運
、
真
図
証
測
、
至
哉
大
覚
、

持
暢
霊
姿
。

と
仏
教
知
識
の
語
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
が
、
武
将
璽
康
生
が
、
皇
恩
に
奉
じ
て

仏
堂
を
建
て
て
仏
法
の
道
を
追
訪
し
て
正
覚
に
致
ら
ん
こ
と
を
願
つ
て
い
る
。

書
風
、
筆
法
の
面
か
ら
此
碑
が
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
か
考
え
て
見
た
い
。
当

時
中
原
の
書
風
が
、
中
岳
崇
高
霊
廟
碑
の
如
く
、
右
肩
を
上
げ
ず
、
隷
書
を
基

本
に
し
て
転
折
を
翻
え
さ
ず
終
筆
や
下
方
に
重
心
を
置
い
た
楷
書
で
あ
る
。
一

部
に
は
暉
福
寺
碑

(四
八
八
)
の
よ
う
に
、
後
の
楷
書
に
一
歩
近
づ
い
た
も
の

も
出
て
来
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
太
和
末
年
か
ら
、
起
筆
を
鋭
く
し
て

転
折
を
翻
し
た
斬
新
な
方
筆
楷
書
が
竜
門
に
現
出
す
る
。
文
字
の
方
は
、
延
昌

(五
一
二
)
以
后
に
な
る
と
く
ず
れ
て
行
く
が
、
「洛
陽
伽
監
記
」
に
示
す
如

く
、
洛
陽
寺
院
が
そ
の
前
の
倍
以
上
一
三
七
二
七
寺
に
増
加
し
た
こ
と
は
、
都

市
の
掌
塔
伽
監
仏
教
へ
移
行
し
て
行
つ
た
背
景
が
あ
ろ
う
か
と
推
察
さ
れ
る
。

南
石
窟
寺
碑
は
、
こ
の
よ
う
な
書
風
背
景
の
中
で
、
基
本
的
に
は
中
岳
崇
高

霊
廟
碑
の
よ
う
な
隷
意
を
失
わ
な
い
楷
書
に
、
意
趣
的
に
は
直
前
に
流
行
し
始

め
た
竜
門
造
像
記
の
筆
法
を
加
味
し
た
も
の
と
い
え
、
茂
密
し
た
結
構
で
き
び

し
い
筆
致
が
見
ら
れ
る
の
は
同
時
代
の
大
般
浬
繋
経
巻
十
五
や
馬
鳴
寺
根
法
師

碑
な
ど
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

璽
康
生
が
碑
と
し
て
建
て
た
こ
と
は
、
そ
の
事
蹟
を
永
遠
に
残
そ
う
と
し
た

の
で
、
古
法
を
重
ん
じ
荘
厳
な
趣
き
の
旧
派
の
隷
意
を
含
ん
だ
楷
書
を
基
と
し

た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

太
和
十
九
年
よ
り
正
光
二
年

(四
九
五
-
五
二

一
)
迄
の
竜
門
造
像
記
は
全

て
古
陽
洞
に
あ
り
、
多
く
の
個
人
的
な
造
像
、
造
寵
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示

し
、
洛
陽
地
方
に
於
け
る
上
層
階
級
の
仏
教
信
仰
の
姿
が
推
察
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
南
石
窟
寺
碑
銘
文
を
通
し
て
、
甘
粛
省
脛
川
の
辺
鄙
な
土
地
に
も
、
北

魏
武
人
を
造
像
主
と
す
る
石
窟
寺
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

北
中
国
各
地
に
、
石
窟
を
中
心
と
し
て
信
仰
団
体
が
あ
つ
た
こ
と
の
推
定
で

き
る
資
料
で
も
あ
る
。

1

「現
代
仏
学
」

一
九
六
三
年

一
期
。
「文
物
」

一
九
六
三
年
七
期
。

2

「循
園
金
石
文
字
蹟
尾
」
巻
二
。

3

水
野
清

一
・
長
尾
敏
雄

「竜
門
石
窟
の
研
究
」
。

4

こ
の
他
柄
霊
寺
石
窟
に
延
昌
二
年
曹
子
元
造
窟
題
記
、
義
県
万
仏
洞
に

太
和
二
三
年
の
元
景
造
石
窟
記
と
景
明
三
年
の
韓
貞
等
七
四
人
造
像
記
が

見
ら
れ
る
。

(
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

渥
川

の
石
窟
寺

(
八

木
)
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